






































広報あさひ（.Pt?)

印
紙・
9

月
l
a
I
9
同月
鈎
日
届
出

＊ 
出

生

一院｝

名

大
器
山

大
谷
四

大
谷
六

商店
木
沢

出
金
者
氏

名
父

名

阿
部
香
織
一
昭

自
問
直

美

側

波
逃
悠
也

賢一

逃
様
雄
貸

賢一

時
間
厳
守
に

つ

と
め
ま
す

会
長
岡一
美
さ
ん〈
節
目
沢）

松

程

白

倉

西

町

小

原

大
谷
五

前
田
沢

太
郎一

大
谷一

円白

釘円

長長二長続
男男女女柄

自E常大i三区

向

同H
司

消
制判
相官
栄

成
原
由
香

菅
井
和
栄

小
林
美
総

鈴

木
明
入

管
井
沙
織

波
退
孟
志

叫ん口
弁
郎
介

＊ 
死

秀
裁

長
男

敏
彦

長
女

正
則

二
女

正
好

二
女

蜜
敏

長
女

労
太
郎

長
男

守

長
女

雅
之

長
努

mu－
－一
男

て中

� fiti t高名

死
亡
者
氏

名

年

総
世
帯
主

的
野

シ
ウ
乃

孝一
郎

防掠
閏

昭

二ぬ

と
ヨ

佐
竹
し
げ
江
問

中辛

雄

鈴

木
祭
太
郎
但

久
二
雄

女
の
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三
十
三
を
迎
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中

部 、
迎
合
若
妥
会
会

長
と
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
る一
方 、
タ
イ
ピ

ス
ト
と
し
て 、
ま
た 、
バ
レ
ー

ボ

ー
ル
に
余
念
が
な
い
彼

女。

「
近
ど
ろ
集
ま
り
一事
が
多
く 、

そ
の
た
び
に
時
間
は
守
ら
な
け
れ

ば 、
と
私
自
身
反
省
し
て
ま
す 。

仕
事
は 、
各
会
社へ
の
機
械
導
入

な
ど
で
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が

子
ど
も
を
育
て
な
が
ら 、
一
人
優

雅
に 、
ま
た 、
自
分
の
時
間
金

大

事
に
使
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね」

と
や
や
絞
雑
な
加
で
答
え
て
く
れ

ま
し
た 。
手
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に 、
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ツ
に 、
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や
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が
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っ
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号
の
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の
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の

中 、
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夏
草・
滋
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裕
明」
を
「

長

沼・
海
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裕
明」
に
訂
正
し
ま
す 。
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郎
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ま
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た
の
た

め
に
と 、
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金

二
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た 。dw
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図
町
長
駅
伝

大
会
は 、
川

月
間
目 、
さ

わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
時
チ
1

ム

が
参
加
し
て
飽
仰
を
緩
い
ま
し
た 。

コ
ー

ス
は
町
内一
関
係
線 、

中

学

生
か
ら
壮

年

M
ま
で

年

代
別
に
同
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戦
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繰
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た 。
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次
の
と
お
り
で
す 。
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a，
朝
日
町
が
誕
生
し
て

酬

聞配回
初
周

年

、
そ
れ
を
記
念

酬

聞・回
し
て
い
ろ
ん
な
記
念
行

川

圃園田
背中
が
行
わ
れ
て
い
る 。

酬

聞刷魁
「
町
民
が
広
く
参
加
で

剛
一
間
国
き
る
行
事、
町
ぐ
る
み

川

a

．‘
の
行
事
が
少
な
か
っ
た

酬
の
は
残
念
だ」
と
い
う
声
が
あ

削
る 。
そ
れ
も
ご
も
っ
と
も
だ 。
し

叫
か
し 、
そ
れ
を
他
人
の
せ
い
に
し

州
て
は
な
る
ま
い ・

酬

我
々
自・
身
そ
こ
ま
で
盛
り
上
げ

馴
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
ζ
と
で
も

川
あ
る
ま
い
か 。
と
と
ろ
で
記
念
行

酬
事
を
云
云
す
る
気
持
ち
は
な
い 。

酬
そ
れ
よ
り
も 、
初
周

年

と
い
う
意

川
義
を
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し
考
え
て
み
た
い 。

酬

釦
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と
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え
ば
人
間
で
あ
れ
ば

酬
HH

年

期 、
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れ
も
成
熟
の
時
期 、

酬
い
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壮

年

と
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う
こ
と
だ 。
し

川
か
し 、
わ
が
朝
日
町
は
ど
う
で
あ

川
ろ
う
か 。
生
活
環
境・
産
業・
教

川
行
各
分
野
に
わ
た
っ
て 、
ま
だ
ま

川
だ
多
く
の
間
続
を
抱
え
て
お
り 、

川
成
熟
期
ま
で
に
は
か
な
り
の
逃
の

川
り
が
あ
る
よ
う
に
思
う ・
し
か
し

川
と
の
初

年

を
新
た
な
節
目
と
し 、

川
新
た
な
角
度
か
ら
物
事
を
考
え
て

川
見
る
発
想
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

酬
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

川

地
域
づ
く
り
も
拠出
業
も 、
物
の

川
価
値
感
も 、

大
き
く
変
ろ
う
と
し

川
て
い
る
時
代
の
流
れ
に
集
り
お
く

馴
れ
な
い
た
め
に
も：
：・ 。

酬

〈
緑
生〉

印刷／J:!;;国太印刷所昭和59

年

JO

月

15日発行編集／企画線発行／山形県朝日町役場広報あさひ 335号


